
　

11
月
16
日
（
日
）
下
京
消

防
署
、
下
京
区
役
所
、
修
徳

消
防
分
団
の
協
力
を
得
て
、

防
災
行
動
訓
練
、
避
難
所
運

営
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
各
町
内
に
お
い
て
、

防
災
部
長
（
防
災
関
係
者
）

が
避
難
者
の
確
認
、
避
難
者

の
名
簿
作
成
す
る
事
に
重
点

を
置
き
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
で
は
、
避
難
者
名
簿
が

確
か
で
な
い
た
め
に
、
義
援

金
が
渡
せ
な
か
っ
た
事
へ
の

反
省
か
ら
で
す
。

　

修
徳
公
園
に
集
合
後
は
、

消
火
器
の
使
用
方
法
と
、
倒

壊
建
物
か
ら
の
救
出
方
法
を
、

消
防
署
員
や
消
防
団
員
か
ら

学
び
、
そ
の
後
４
階
の
せ
ん

だ
ん
ホ
ー
ル
へ
集
合
し
ま
し

た
。

　

ホ
ー
ル
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
毎

の
集
合
位
置
を
決
め
、
そ
こ

に
座
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
日
の
人
員
は
役
員
も
含
め

て
２
４
８
名
が
集
ま
り
ま
し

TSマーク取得の申請

けんだまが上手になりました

自転車の点検を受けています

　おてだまをしています 訓練参加全員が避難所に集合 ジャッキを使う訓練です

た
。
下
京
消
防
署
警
防
課
の

原
田
消
防
司
令
補
、
下
京
区

役
所
地
域
力
推
進
室
の
藤
本

総
務
防
災
課
長
と
松
岡
係
員

か
ら
、
避
難
所
の
設
定
方
法

や
、
運
営
方
法
の
説
明
が
あ

り
、
集
ま
ら
れ
た
高
齢
者
か

ら
子
供
ま
で
、
短
時
間
で
し

た
が
窮
屈
さ
を
実
感
さ
れ
た

事
で
し
ょ
う
。
実
際
は
こ
の

様
な
状
態
で
何
日
間
か
過
ご

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

救
援
人
員
や
物
資
も
３
日
間

は
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
更
衣
室
、
便
所
、

授
乳
室
、
体
調
不
良
者
用
室
、

そ
の
他
必
要
な
場
所
は
設
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
総
合
福

祉
施
設
「
修
徳
」
と
の
協
議

で
、
１
～
３
階
の
部
分
で
、

あ
る
程
度
の
場
所
が
使
用
可

能
に
な
る
よ
う
に
協
議
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
自
治
会
と

し
て
も
主
だ
っ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
と
、
災
害
時
に
ど
の
様
に

協
力
で
き
る
か
、
協
議
を
始

め
て
い
ま
す
。

　

大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合

修
徳
学
区
に
お
い
て
も
家
屋

の
倒
壊
が
多
数
起
こ
り
、
避

難
者
も
多
く
な
り
ま
す
。
ご

家
庭
に
お
い
て
避
難
生
活
を

ど
う
す
る
か
話
し
合
っ
て
下

さ
い
。
ま
た
緊
急
持
ち
出
し

品
の
準
備
や
、
災
害
時
の
備

蓄
品
の
確
保
も
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分

り
ま
せ
ん
。
各
々
が
防
災
の

意
識
を
持
ち
、
身
を
守
る
準

備
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

住
民
の
方
は
隣
近
所
に
ど

の
様
な
人
が
住
ん
で
い
る
か

町
内
単
位
で
概
ね
把
握
さ
れ

て
い
ま
す
。
緊
急
時
に
は
町

内
の
防
災
部
長
や
町
内
会
長

の
情
報
や
行
動
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
町
内
単
位
で
避
難

場
所
や
、
避
難
方
法
を
話
し

合
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

下
京
区
内
で
緊
急
避
難
場

所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

の
は
、
学
校
か
元
学
校
で
す
。

そ
こ
え
は
各
学
区
民
が
避
難

し
ま
す
。
よ
っ
て
ど
こ
も
満

員
に
な
る
で
し
ょ
う
。
役
所

は
救
援
活
動
を
緊
急
避
難
場

所
を
優
先
し
て
行
い
ま
す
。

　

京
都
市
防
災
マ
ッ
プ
「
水

災
害
編
」「
地
震
編
」
が
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
水
災
害
編
」
は
、
平
成

12
年
９
月
発
生
の
東
海
豪
雨

規
模
の
大
雨
に
よ
る
河
川
の

氾
濫
を
想
定
し
た
水
害
の
状

況
を
、
地
図
に
示
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
修
徳

学
区
は
0.5
ｍ
未
満
の
浸
水
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
震
編
」
で
は
、
花
折

断
層
地
震
が
起
こ
る
と
、
下

京
区
で
は
震
度
「
６
強
」
が

予
測
さ
れ
、
家
屋
倒
壊
、
火

災
発
生
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機

能
停
止
の
大
き
な
災
害
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
防
災
マ
ッ
プ
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
政
府

広
報
防
災
・
減
災
」
か
ら
検

索
で
き
ま
す
。
ま
た
下
京
区

役
所
１
階
窓
口
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
確
認
し
て
下

さ
い
。

　

修
徳
学
区
自
主
防
災
会

　
　

会
長　

高
橋　

卓
也

　私たち修徳交通対策協議会は、自転車運転者が加害者にな
る交通事故に、地域を挙げて備えるため、事故時に一定の保
障が受けられる『TSマーク』付帯保険への加入を促す取り
組みを始めました。
　ＴＳマークは自転車店で点検・整備を受けた自転車だけに
貼ることができ、このマークを貼った自転車で事故を起こし
た場合、最大5,000万円の賠償責任保険や、一律10万円の被
害者見舞金などが保障されるというものです。修徳交通対策
協議会が、同学区の自転車を利用する人たち全員に声をかけ、
一斉取得を企画しました。
　11月９日（日）午前10時より小雨降る中、総合福祉施設修
徳の正面玄関前にて修徳交通対策協議会委員22名、自転車店
から８名の方々により、275台の自転車のブレーキやライト、
チエーンなどを点検・整備し、所有者がＴＳマークを取得し
ました。本来ならTSマーク取得には1.000円以上かかります
が、今回は京都市の助成金を受け100円で取得及び加入がで
きました。
　今後は保険の有効期限が切れる１年後に合わせて再びＴＳ
マークの取得を奨励し、毎年継続することを目指していきた
いと考えております。
　　　　　　　　修徳交通対策協議会　会長　村山　正治

　２月13日（金）洛央小学校で、こままわし、はねつき、お
はじき、けんだま、おりがみ、あやとり、おてだま、これら
の昔遊びを１年生が、地域の方に教えていただき、保護者の
みなさんに見て頂きました。楽しいひとときでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　高橋　卓也

修
徳
学
区

　
　
総
合
防
災
訓
練

☆自転車加害事故に備え☆

平成26年11月９日　実施

ＴＳマーク取得・付帯保険加入を促す

洛央小学校　語り合い・発表

おもちゃのタイムマシーンでゴー
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修徳消防分団出初式と
　　　　　　　餅つき

下
京
シ
ル
バ
ー
作
品
展

ひ と と き の う た川 柳

弁
財
天
町　
　

都
倉　

昭
蔵

う
ろ
こ
雲
こ
ま
か
く
秋
を
乗
せ
て
く
る

言
い
き
っ
て
す
っ
き
り
し
た
と
言
い
切
れ
ず

度
胸
で
は
負
け
ぬ
鴉
と
彼
岸
花

元
気
な
ら
ど
な
た
か
ら
で
も
貰
い
ま
す

い
い
こ
と
も
ま
た
あ
り
ま
す
よ
　
水
の
泡

　

11
月
30
日
（
金
）
31

日
（
土
）
の
両
日
に
、

下
京
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
２
階
に
て
、
下
京
区

内
の
各
学
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
員
さ
ん
が
作

ら
れ
た
手
芸
品
、
写
真
、

絵
画
、
書
な
ど
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

修
徳
の
修
和
会
か
ら
も

多
く
の
方
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
の
作
品
は
皆
さ

ん
が
以
前
か
ら
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
た
と
見
え

て
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し

い
で
す
。
何
か

物
を
作
る
こ
と

は
老
化
防
止
に

な
る
の
で
、
私

も
今
か
ら
で
も

始
め
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

作
品
を
出
し
て

お
ら
れ
な
い
方

も
こ
れ
か
ら
始

め
ら
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う

か
。

文
責

　

高
橋　

卓
也

　始まる前は気温が低く雪が舞い散っていましたが、昼前には快晴で太
陽の暖かい日差しを受け１月12日（月・祝）に連合会主催で平成27年修
徳消防分団出初式と餅つきを行いました。
　朝８時半より分団員の家族の応援により、餅米の蒸しと豚汁の下ごし
らえが始まり、９時半より餅つきの開始。５年目と言うことで慣れた手
つきで上々の滑り出し。つき上がった餅は次々に丸められていきました。

　11時30分より「修徳公園」で下京消防団の村上副団長と下京消防署の
天川署長に手帳点検を受け、講評を頂きました。その後に福井修徳連合
会会長から挨拶を頂き、最後に私から日頃のお礼と２年連続無火災であ
った事の報告をさせて頂きました。現在は24名の団員で活動しています
が当日は17名で点検を行いました。修徳分団の伝統の重みでキビキビと
出来たのは　我ながら感心いたしました。それよりも多数の学区民の皆
さんが応援に駆けつけて頂いたことが何よりの励みになりました。

　点検終了後、豚
汁とお酒が振る舞
われ、餅はきな粉と
おろしポン酢で、ま
たいちご大福も好評
で沢山食して頂きま
した。前年に反省し
たことを踏まえて今
回の行事が成功でき
ましたことは福井会
長のご理解と各種団
体長、特養施設の皆
様のご支援の賜物と
心より感謝致してお
ります。これからも
分団員一丸となって
修徳学区の防火防災
運動に励み、安心安
全なまちづくりに頑
張って参りますので、
皆様方のご支援ご協
力の程よろしくお願
いいたします。
　最後になりました
が　団員のご家族の
ご理解とご協力あっ
てのことです。消防
団活動で団員を送り
出す時は笑顔でお願
いします。本当に当
日のお手伝いご苦労
様でした。今後とも
宜しくお願い致しま
す。
修徳消防分団長
　　　中村　正和

修和会

朝早くから餅つきです

修徳消防分団員整列

修和会の方々の手芸品

下京の方々の作品です 修和会の方々の書

恒例の豚汁とお酒です

2平成27年３月９日み ん な で 築 こ う 楽 し い 修 徳



（
敬
称
略
）

平
成
26
年
12
月

　

岡
山　

幸
泰
（
大
江
）

　
平
成
27
年
1
月
31
日

　

野
村　

佳
弘
（
月
見
）

　
　
　
　

典
子

平
成
27
年
２
月
９
日

　

今
川　

貞
夫
（
藪
下
）

　
　
　
　

佳
子

平
成
26
年
11
月
10
日

　

山
下　

ケ
イ

　
　
　
　
　
（
五
烏
悪
大
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
81

平
成
26
年
11
月
17
日

　

山
村　

常
助
（
大
江
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
89

平
成
26
年
12
月
31
日

　

小
田
切
晴
男
（
玉
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
87

平
成
27
年
1
月
13
日

　

横
田　
　

悳
（
藪
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
81

平
成
27
年
1
月
14
日

　

北
川　

昭
雄
（
小
田
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
72

平
成
27
年
2
月
5
日

　

玉
虫　
　

力
（
吉
水
俊
成
）

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
85

　

11
月
27
日
（
木
）。
神
話

は
つ
い
に
崩
さ
れ
る
の
か
。

修
和
会
の
旅
行
に
今
ま
で
雨

の
記
録
は
な
か
っ
た
。
こ
れ

も
神
話
と
疑
わ
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
予
報
で
は
早
く
か
ら

雨
。
そ
れ
で
も
当
日
に
は
も

し
か
し
て
、
と
僅
か
な
希
望

を
つ
な
い
で
い
た
が
と
う
と

う
破
れ
た
。
と
こ
ろ
が
送
迎

バ
ス
の
発
車
11
時
20
分
ご
ろ

に
は
や
ん
で
き
た
。
最
初
の

目
的
地
「
妙
法
院
門
跡
」
に

着
く
と
傘
な
し
で
も
大
丈
夫
。

　この社屋のある松原室町は弊社の創業者福田鞭石が、元禄13年（1700年）

この地（現：下京区松原通室町西入中野之町）に家を借り受け、井筒屋と

して金属の箔と粉の商いを始めた場所です。今年で創業315年となりますが、

この間、金属の箔と粉の総合メーカとして事業を拡大してまいりました。

　事業の拡大により昭和61年山科区にある京都工場へ本社を移転しましたが、

この地は、現在も登記簿上の本店所在地として登記されております。

　幕末の元治元年（1864年）の蛤御門の変の大火（いわゆる：どんどん焼

け）は、北は丸太町通り、南は七条通り、東は寺町、西は東堀川までの範囲

を焼き尽くしたと言われており、弊社の建物も被災したと思われます。しか

し、明治16年に「京都の商工案内」として発行された版画図録「都の魁」に

は、井筒屋の当時の店構えが紹介されており、これ以前に再建されたものと

考えられます。

　その後、明治27年に西隣の町家を購入しております。

　当地の建物は、幸いにも第二次世界大戦による罹災や強制取り壊しを免れ、

弊社の発展とともに外観及び内部の改築を繰り返しながら、100年以上存続

することになりました。しかしながら、度重なる改築と老朽化から建替えざ

るを得ない状況となり、平成24年10月に解体されました。建替えるにあたり、

高層化して一階二階部分を従来の用途とし、その他を賃貸するという考えも

ありました。

　しかし、京都市内から歴史的価値のある古い木造建築が失われる今、創業

300年を超える歴史を有する弊社が、創業の地に松原通の歴史的街並みに調

和した建物を残していくことは企業の重要な社会的責任であると考え、明治

16年の「都の魁」に掲載されている図を元に復元しました。

　弊社はこの建物を弊社の歴史的・技術的資料を保存し、社内向けに展示す

る場所と位置づけるとともに、今後50年、100年先を見据えて、会社ととも

に存続させていく所存です。

　　　　　　　　福田金属箔粉工業株式会社　総務部調査役　高田　　啓

　

平
常
公
開
し
て
い
な
い
門

跡
寺
院
。
雰
囲
気
か
ら
し
て

ど
こ
か
重
々
し
い
。
ま
ず
大

玄
関
で
靴
を
脱
い
で
重
文
の

貫
禄
が
直
に
伝
わ
る
廊
下
を

進
む
。
こ
こ
は
天
台
宗
で
最

澄
の
開
山
比
叡
山
に
対
し

て
、
南
叡
山
と
呼
ぶ
そ
う

な
。
後
白
河
上
皇
の
三
十
三

間
堂
造
営
、
尊
惟
法
親
王
以

後
、
代
々
の
法
親
王
に
よ
り

継
承
さ
れ
て
き
た
。
案
内
に

つ
れ
て
大
書
院
一
の
間
二
の

間
護
摩
堂
と
、
分
厚
い
焼
板

の
廊
下
を
つ
ぎ
つ
ぎ
曲
が
り

な
が
ら
龍
華
蔵
を
通
り
抜
け

る
。
風
化
し
た
昔
の
下
馬

札
、
高
麗
茶
碗
、
千
利
休
伝

書
、
後
小
松
天
皇
宸
書
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
国
印
度
副
王
信
書

…
…
。
国
宝
重
文
に
圧
倒
さ

れ
て
よ
う
や
く
玄
関
ま
で
辿

り
着
く
。
そ
の
間
の
廊
下
か

ら
は
桜
、
も
み
じ
、
杉
、
苔

の
カ
ラ
フ
ル
な
お
も
て
な
し

の
庭
に
心
が
癒
さ
れ
る
。

　

バ
ス
を
乗
り
継
い
で
東
山

山
荘
へ
。
何
度
か
蹴
上
か
ら

来
た
事
あ
る
が
、
１
号
線
か

ら
登
る
の
は
は
じ
め
て
。
ド

ラ
イ
ブ
ウ
エ
ー
に
入
る
と
、

す
ぐ
両
側
か
ら
迫
る
山
の
茂

み
は
、
市
内
か
ら
の
僅
か
の

時
間
に
し
て
深
山
の
気
分
に

し
て
く
れ
る
。
カ
ー
ブ
毎
に

常
緑
樹
あ
り
、
藪
あ
り
、
も

み
じ
あ
り
、
楽
し
い
コ
ー
ス
。

　

東
山
山
荘
到
着
。
情
緒
あ

る
萱
葦
門
を
く
ぐ
り
稚
児
が

池
の
庭
に
出
る
。
丁
度
見
ご

ろ
の
も
み
じ
が
池
を
染
め
て

雨
に
濡
れ
て
し
っ
と
り
し
た

色
で
迎
え
て
く
れ
る
。
婚
礼

式
後
の
花
嫁
さ
ん
に
も
逢
え

た
。
お
昼
の
食
事
は
温
か
い

湯
豆
腐
会
席
。
部
屋
の
温
か

み
と
相
俟
っ
て
皆
さ
ん
の
顔

も
紅
潮
し
て
き
た
。

　

久
保
山
副
会
長
の
肝
い
り

で
普
段
は
見
せ
て
も
ら
え
な

い
門
跡
の
内
部
や
、
年
よ
り

相
応
の
ご
馳
走
に
堪
能
し
て

ま
た
バ
ス
で
帰
着
、
散
会
し

た
。
傘
は
広
げ
な
く
て
も
よ

か
っ
た
が
、
空
が
暗
く
て
集

合
写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た
の

が
唯
一
の
心
残
り
。

　

33
名
の
ご
出
席
の
み
な
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

修
和
会　

都
倉　

昭
蔵

雨
に
し
っ
と
り
修
和
会

版画図録「都の魁」

建て替えられた新社屋

100年以上存続した旧建物

屋内から紅葉の庭を望む

今回建替えました
　　福田金属箔粉工業株式会社の
　　　　社屋（資料館）について
　　　　　　　ご紹介させていただきます。

3 平成27年３月９日 み ん な で 築 こ う 楽 し い 修 徳

京都市下京区新町通松原下る富永町110ー1
◆
◆
◆
◆
◆
◆

特別養護老人ホーム
シ ョ ー ト ス テ イ
デイサービスセンター
居宅介護支援事業所
地域包括支援センター
児 童 館

☎ 3 5 1 ‒ 2 1 8 1
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 3 9
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 9 1
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 5 2
☎ 3 5 1 ‒ 2 1 5 3
☎ 3 5 3 ‒ 6 3 9 9

総合福祉施設



女性会恒例クリスマス会ク
リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
く
る
！

　
　

ミ
ニ
新
幹
線
も
や
っ
て
く
る
！

　12月６日（土）午後６時半。お客様が次々といらっしゃいます。
　赤や青や緑のキラキラモールのレイをおかけして歓迎いたします。
　いつものせんだんホールは電飾やリースの飾りつけでクリスマスムード満点。
メリークリスマス！赤いサンタの帽子も可愛らしく声楽家の豊田弥生先生を先
頭に、女性会町委員による「もろびとこぞりて」の歌声が鈴の音とともに会場
に入場しますとパーティーの始まりです。今年の参加者は115名。大パーティ
ーです。
　中村女性会会長の歓迎あいさつ。福井自治連合会会長の来賓あいさつに続い
て、ここに集うことの幸せに乾杯をしてお食事会が始まりました。お寿司、飲
み物、おやつにケーキ。今年も中村会長お手製のあさりのおつゆ。おつまみの
一品もありで会話も弾みます。
　おまちかね、お花が当たるパンフレット大イラスト探し大会。今年は和食が
ユネスコ無形文化遺産に登録されたこともあり食材の問題です。白い割烹着姿
の役員さんが楽しく問題を出してくださり次々と正解！ポインセチアやシクラ
メンのお花をゲット。
　次はオープニングに登場の豊田先生のお歌。住友まり先生の伴奏で「アヴェ
マリア」「アニーローリ」「春の日の花」と輝くなど。どれも素敵です。本格的
オペラも聞かせていただき、歌詞の解説も聞けて。先生スゴーイ‼　みなさん
も歌いたくなってきたでしょうと「学生時代」「この広い野原いっぱい」「夜明
けの歌」「マイウエーイ」と。これはみんなで大合唱。気分も最高‼　気持ち
いいです。先生ありがとうございました。歌うって楽しいです。
　このあとなぞかけことわざあそび。ここでもプレゼントがあります。最後に
大当たり。２名様に大当たりお花のプレゼント。
　お土産にりんごのプレゼントももらって大満足。予定の時間をオーバーして
の大盛り上がりのクリスマス会でした。
　また来年も楽しみが待っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修徳女性会　小畑　成代

　修徳保健協議会が京都市より献血活動
40年推進の表彰状をいただきました。原本
は額に入れてふれあい会館の４階資料室に
展示してあります。
　　修徳保険協議会　会長　荒川　晃嗣

	

◆
農
園
を
借
り
て

野
菜
を
作
り
だ
し

て
４
年
に
な
る
◆

何
の
知
識
も
無
い

の
で
本
を
買
い
そ

れ
か
ら
始
め
た
◆

土
を
耕
し
肥
料
を

ま
き
種
を
ま
い
た

◆
夏
の
日
に
は
２
日
に
１
度

水
ま
き
に
行
く
。
蚊
や
他
の

虫
に
悩
ま
さ
れ
る
◆
冬
は
３

～
４
日
に
１
度
に
で
良
い
が

寒
さ
に
堪
え
る
◆
成
長
し
た

野
菜
は
市
販
と
比
べ
物
に
な

ら
な
い
程
不
格
好
だ
◆
し
か

し
食
べ
る
と
新
鮮
で
非
常
に

う
ま
い
◆
農
業
に
対
す
る
愛

着
が
出
て
き
た

　

65
号
か
ら
今
回
の
88
号
ま

で
８
年
間
広
報
誌
修
徳
の
発

行
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

間
ご
指
導
、
励
ま
し
を
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
か

ら
浅
野
三
朗
様
に
交
代
し
ま

す
。　
　
　

高
橋　

卓
也

　

12
月
21
日
（
日
）
に
少
年

補
導
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

「
ク
リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
く

る
！
ミ
ニ
新
幹
線
も
や
っ
て

く
る
！
」
と
題
し
、
藤
本
支

部
長
と
親
交
が
深
い
Ｊ
Ｒ
西

日
本
様
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
を

行
い
ま
し
た
。
12
月
に
入
り

寒
さ
の
厳
し
い
荒
天
続
き
で
、

さ
ら
に
突
如
衆
議
院
選
挙
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
な
ど

一
時
は
開
催
す
ら
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
無
事
当
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ス
タ
ッ
フ

一
同
安
堵
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
小
春
日
和

で
寒
さ
も
和
ら
ぎ
修
徳
公
園

で
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
最

高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
様
に
は
地
域

交
流
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
位
置
付
け
て
い
た
だ
き
、

ミ
ニ
新
幹
線
、
安
全
教
室
、

子
供
制
服
撮
影
、
カ
ン
セ
ン

ジ
ャ
ー
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

と
い
っ
た
所
有
さ
れ
て
い
る

主
要
企
画
を
持
っ
て
き
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
サ

プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
京

都
府
公
認
ゆ
る
き
ゃ
ら
の

「
ま
ゆ
ま
ろ
」
が
ク
リ
ス
マ

ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
衣
装
で
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
我
々

は
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
と
ス
ィ

ー
ツ
や
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ナ
ー

を
用
意
し
子
供
た
ち
の
来
場

を
待
ち
ま
し
た
。

　

３
時
間
程
度
の
イ
ベ
ン
ト

で
し
た
が
、
用
意
し
た
ク
リ

ス
マ
ス
チ
ケ
ッ
ト
が
早
々
に

完
売
し
、
ス
タ
ッ
フ
関
係
者

を
含
め
ト
ー
タ
ル
で
三
百
名

近
い
参
加
で
盛
大
な
イ
ベ
ン

ト
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
な
か
な
か
体
験
で

き
な
い
各
コ
ー
ナ
ー
で
盛
ん

に
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い
る

光
景
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
多
く
の
子
供
の
記
憶
に

残
る
イ
ベ
ン
ト
に
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

下
京
少
年
補
導
委
員
会

　
　

修
徳
支
部

　
　
　
　
　

岸
本　

和
則

来られた方々

まゆまろも特別出演

子供制服を着て敬礼

新幹線にのって楽しかった

サンタの帽子をかぶって合唱 豊田先生の歌と住友先生の伴奏

京都市より表彰を受ける
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